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昌一

ｆ
ｊ
０
０
ｆ
Ｂ
Ｂ
８
■
０
８
〃
■
０
〃
，
ｌ
ｌ
０
Ｐ

１
／
州
Ｉ
ｊ
４
３
傭
４
零
讓
も
り
ｆ
ｔ
４

其
晏
パ
ち
ろ
葎
き
る
士
ろ

Ｙ
４
号
亭
や
去
釧
〆
／
穂
〆
捗
ク
ダ
命
蛾一激

少
企
久
刎
州
凶
牽
め
》
ぬ
純
ト
ア
レ
局
ｆ
Ｉ
Ｊ
ｒ
、
》
誕
勾
噸
珍
信
笏
ｔ
認
程
〉
令

霊
１
・
駅
人
ら
営
蕊
‐
ろ
含

鞘
修
舗
ぎ
く
く
孝
舟
仙
勾
勾
恢
の
栂
拙
⑲
、

皇
公
ｊ
Ｉ
ノ
刃
恥
／
》
〃
腱
峰
〃
伽
ｖ
ｃ
ノ
令
名
７
〃
一
靹
吻
、
尋
尺
ノ
八
ノ

■
■
■
■
ｑ
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
冊
Ⅱ
Ｉ
凸
■
■
■
■
■
■
１
日
８
Ｕ
■
Ｕ
４

Ｉ
■
■
■
■
Ｂ
巳
■
■
■
■
■
。
ｉ
ｌ
ｑ
ｊ

■
日
日
■
■
■
９
４
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
甲
●
■
■
Ｐ
９
二
日
１
口

小
旦
亭
↓
愛
窒
苓
Ｊ
芝
帥
ｔ
ろ
う
笛
淘
姻

凋
伊
を
、
７
で
鴬
承
＆ ;

重
ハ
ハ
き
吟
ｊ
哉
汚
温
噂
き
い
る
く
＆
の

↑
縄
あ
く
例

聯 句
と
廷
ｊ
除
尭
の
切
罐
噂
ｊ
ｏ
、
今
く

細
Ｙ
気
窪
今
と
堆
舟

施
惑
を
茅
〆
を
６
魯
桧
の
潟

４
■
１歩

今
承

や
く
１
１
の
や
“
〃
今
野
、
秒
の
ハ
ゆ
Ｌ
守
副
、
ノ
紙

乃
慨
の
、
｝
て
Ｉ
笈

ｆ
昼
ｔ
好
Ｖ
６

弓
が
滝
吟
Ｉ
脅
し

’

夏
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｄ
■
１
０
Ｂ
■
凸
ロ
Ｕ
■

謂
叩
ざ

．
ｗ
米

牡
圃
乞
遂

鋸
旬
守
り

正
平
‐咽ユら基哩、廷 1F凸 ”･のヘ、
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書‘
・芽

、 ノ

O‐

途
、
↑
や
乏
屍
イ
く
卸
爪
鰺
謬
言

俊
魚
伊
筵
丙
仲
２
年
？
ぐ
感

射
黛
溌
零
？
、
総
亦
暴
着
１
１
爪

約
畷
胤
②
人
ｙ
ｊ
洛
碓
さ
、
そ
４
１
噂
〃
９
万
信

楊
栽
了
入
城
？
‐
詰
り
か
雲

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅲ
川
Ⅷ
川
川
凶
閉
門
旧
旧

赫
刊
今
次
に
係
り
世
仙
６
報
砂
や
啄
々
の
〃
肌
６
多

；
ノ
ク
ー
壷
↑
寡
窄
轟
ｊ
ぐ
又

感
芙
あ
て
Ｉ
柄
里
沸
い
ふ
祁
烹
Ｗ
ｌ
も

こ
〃
紗
り
Ｉ
こ
み
猶
の
軍
？
人
立

入
幣
Ｔ
ｉ
Ｉ
ｊ
陪
禅
隊
い
く
お
ぎ
Ｋ
；
鯉
聴
き
ゑ
し
延

潔
妙
ざ
Ｌ
ム
ノ
ー
ー
の
や
了
々
ｊ
そ
七
十
Ｉ
職

碁
ゲ
舵
〃
吻
八
附
隣
虻
；
胤
岬
↑
イ
リ
凡
＃
八
い
ヱ

ハ
リ
ー
ハ
川
副
ｖ
盛
喰
州
川
〃
１
段
峰
，
ｆ
ｔ
１
倣
畔
尋

蓮
順
小
轆
り
め
蚤
睡
少
“
蛤
乃
遥
〃
秒

や
〈
叫
卜
ら
イ
小
盆
ａ
ｖ
《
〆
７
１
Ｊ
挙
健
心
沁
咽
〆
で
オ
て
訟
炊
函
ぷ
わ

届
よ
萱
々
八
僻
寵
薙
９
費
蝉
茅
、
；

漉
慨
つ
ノ
ー
ゴ
ツ
別
ぬ
り
州
い

k

画
彪
叫
の
Ａ
Ｎ
・
賀
薫

仇
吟
〃
§
批
芝
、 夕立z名、 典 ’；ろ‘且、尋立ろ乏莚笑信展糞惰
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一

０
◆
９
１ 山

６
や
１
／
よ
こ
麓
う
で
零
；
敵
の
鉢
珊
拙

〃
０
を
坐
ｆ
陸
け
Ａ
Ｌ
牡
浄
ｊ
畷
け
《

乏

愁
墜
糸
を
分
嬬
ら
ふ
ゑ
霧
ぞ
７

参
参

山
６
や
１
／
よ
こ
麓
う
で
零
；
敵
の
鉢
珊
拙

〃
０
を
坐
ｆ
陸
け
Ａ
Ｌ
牡
浄
ｊ
畷
け
《

乏

愁
墜
糸
を
分
嬬
ら
ふ
ゑ
霧
ぞ
７

参
参

杵
ｌ
鏥
坪
ノ
ァ
律
種

杵
ｌ
鏥
坪
ノ
ァ
律
種

瓶
ｊ
げ
ふ
塵
ァ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

Ｏ

瓶
ｊ
げ
ふ
塵
ァ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

Ｏ

ふ
ｊ
７
等
Ｌ
ｌ
Ｉ
ふ
崎
の
唾
壼
久
リ
マ
～
い
Ｘ
う
ｂ
ｈ
■
９
Ｆ

ふ
ｊ
７
等
Ｌ
ｌ
Ｉ
ふ
崎
の
唾
壼
久
リ
マ
～
い
Ｘ
う
ｂ
ｈ
■
９
Ｆ

父
久
〃
、

父
久
〃
、

な
み
の
姦
郎
γ
押
齢
～
尋

及
易
～
ぼ
ざ
ｂ
ｉ
燭
と
み

及
易
～
ぼ
ざ
ｂ
ｉ
燭
と
み

？
ｆ
↓
李
吻
を
営
娩
や
く

’

参参

信雇速言信雇速言

4

瓜乏泓炎倦言共、象夏

4

瓜乏泓炎倦言共、象夏

、

蔓

、

蔓学学
奈羅

1
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寺
～
今
く
寺
～
れ
も
土
マ
モ
ヶ
ヮ
Ｉ
ぐ
睡

八
い
れ
て
ゑ
ふ
ｉ
偲
更
乱
隅
ノ
ゑ

硯
内
粋
↑
１
〃
熟
総
こ
ぐ
菜

か
晦
え
梶
ｊ
、
ゑ
ろ
吋
卜
彦
為
山

褒
誕
の
ゑ
ろ
寺
減
月
域
ノ
く
ゐ

一
篇
‐
’
”
の
桑
別
ち
／
を
寺
Ｉ
ｄ
ぷ
て
減

滝
孚
て
ま
４
縢
赫
の
我
乃
オ

ー
」
｜

《
息
な
う
戯
か
よ
》
る
う
え
Ｉ
壮
装
７

ぁ
鼠
参
伶
牟
声
葹
竣
て
踊
る
芽
乱

入
何
故
溌
乃
伊
了
郷
や
ら
且
つ

ま
ち
の
姥
う
け
令
Ｉ
か
ら
か
く

茅
‐
１
つ
食
さ
’
要
か
砥
行

■
■
■
■
■
■
■
■
０
‐
‐
山
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅱ
Ⅲ
帷
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
旧
旧
Ⅲ
，
■
１
Ｌ
■
■
■
■
、
Ｈ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
０

－

僻
川
↓
の
ァ
枚

誠
，
卜

家
溌
入
了
造
扇
ぎ
黄
坪
“
鳥

片一一一
〃
畠
お
／
イ
式
ィ
４
１
当
身
か
・
礎
闇

久
、
そ
っ
協
乃
／
原
う
７
夕
う
奴

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
８
巳
■
■
■
Ｂ
■
■
■
且
■
■
■
■
■
■
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
’
１
０
Ｊ

椎

急山紫麓澗ゑ

一－－－



b

頓
劇
一
ｆ
久
〃
打
γ
ら
ぽ
６
関
の
ふ

訂
ｙ
ｊ
ら
ぽ
６
関
の
ふ

刀

猛
う
Ａ
Ｔ
鍍
抄
ｊ
？
も
十
才
腿

そ
の
動
Ｉ
ひ
搦
万
雛
き
め
姑
わ
ひ

刀

鍍
抄
糺
？
も
十
才
鎚

搦
３
洗
夢
の
姑
わ
ひ

糺
鷺
つ
秘
Ｕ
十
才
鏡

ふ
ア
ん
牡
１
と

手 施
嫉
呼
小
露
噛
る

房

ろ
亭
匹
杙
吋
隅

驚
恥
⑦
糸
ツ
。
く
み
仇
勿
副
。

ろ
亭
匹
杙
吋
隅

驚
恥
⑦
糸
ツ
。
く
み
仇
勿
副
。

人

。
緋
ツ
ケ
の
亀
似
い
通

伽
蜑
の
ム
ダ
小
４
６
人

糺
鷺
つ
秘
Ｕ
十
才
鏡
人

。
緋
ツ
ケ
の
亀
似
い
通

伽
蜑
の
ム
ダ
小
４
６
人

重
艸
雑
匂
づ

重
艸
雑
匂
づ

五ぺ五ぺ
域人達ノ五人恩人ゑ人急人五域人達ノ五人恩人ゑ人急人五
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｜
一
身
灸
侭
４
１
１
姐
蚤
↑
～
鳥
吹
の
苧
わ
き
亨
、
輻

個
倉
ノ
今
１
ノ
冤
姥
７
勺
服
た
り
え
や
そ
‐刻

口
強
？
”
言
乍
ｊ
へ
、
秀
″
冬
鳥
う

一
今
似

い
及
訓
る
ｆ
Ｉ
僻
、
４
く
Ｏ
の
ソ
肌
Ｚ
ｒ

重

一
ｆ

一
一
わ
ア
か
叩
；
噂
，
４
ノ
マ
ー
蝿
崎
つ
ｔ
う
い
凧
崎
阿
側

一

重宇水

、
頁
，
７
山
の
濾
軋
副
胤
（
晒
噸
ｊ
ケ
ら
脇
《
竜

ｊ
ム
ノ
ｊ
や
ら
鴨
３
、
診
恥
乏
久
喝
～
迦
人

涌
喧
を
む
１
１
恥
ろ
う
↑
血
も
舟
ふ

抑
似
恥
＆
肌
７
今
附
側
白
の
奇
く
財
く
で
免
粕

托
虎
４
３
減
狼
く
氏
１
ふ
ト
ー
Ｉ
ｊ
も
笥
了

入
ノ
吟
Ｉ
郭
抄
勺
仏
仰
く
う
誠
２
Ａ
趨
北

、

、

噛
可
～
０
鉦
島
ｚ
２
；
１
ヶ
け
ょ
身
４
入
ｋ

ほ
７
１
樋
へ
小
も
鵬
及
く
γ
脱
も
ト
ー
Ｉ

う
少
司
珪
§
森
ノ
３
掌
？
ょ
噂
３
量
ク
戯

寺空洞
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『
一

。
芥
‐
狼
一
〒
や
を
ハ
イ
ぐ
／
，
弓
１
つ
ｉ

。
芥
‐
狼
一
〒
や
を
ハ
イ
ぐ
／
，
弓
１
つ
ｉ

畷
も
小
１
通
と
う
ら
↑
今
へ
’
延
司
且

含
土
笑
ユ
ィ
ｊ
と
‐
ゆ
い
て
喧
者
ノ
て
蕊

聴
‐
之
の
ん
当
む
愚
／
れ
お
を
４
芝
や
泉

を
１
人
譽
荊
１
１
露
粍
７
眈
小
心

撮
？
を
乱
蓄
？
’
穂
ｔ
ガ
ュ
付
灰
相

や
そ
さ
か
い
省
の
１
４
１
の
う
け
４
人

“
岡
之
叡
丈
踊
Ｌ
」
橘
て
す
今
，
入
今

を
ろ
§
ｊ
鐸
Ｉ
掌
少
と
芯
〆
俄
批
ｊ
で
皇

舛
尚
晒
『
と
掬
ｊ
て
剛
：
土
拘
〆
弁
Ｉ
昂
一

山
い
き
労
１
１
《
Ｉ
ふ
く
ｆ
称
／
３
狗
毒

冠
褒
の
一
注
ｊ
ｌ
ｆ
判
假
や
才
ｊ
う
’
さ
ず
｜

冬
今
八
Ｊ
け
て
７
鎖
噺
１
人
艮
斗
‐
式
ク
鳳才

の
今
ｔ
了
！
Ｂ
、
或
撤
少
妹
灸
の
必
地

畷
も
小
１
通
と
う
ら
↑
今
へ
’
延
司
且

含
土
笑
ユ
ィ
ｊ
と
‐
ゆ
い
て
喧
者
ノ
て
蕊

聴
‐
之
の
ん
当
む
愚
／
れ
お
を
４
芝
や
泉

を
１
人
譽
荊
１
１
露
粍
７
眈
小
心

撮
？
を
乱
蓄
？
’
穂
ｔ
ガ
ュ
付
灰
相

や
そ
さ
か
い
省
の
１
４
１
の
う
け
４
人

“
岡
之
叡
丈
踊
Ｌ
」
橘
て
す
今
，
入
今

を
ろ
§
ｊ
鐸
Ｉ
掌
少
と
芯
〆
俄
批
ｊ
で
皇

舛
尚
晒
『
と
掬
ｊ
て
剛
：
土
拘
〆
弁
Ｉ
昂
一

山
い
き
労
１
１
《
Ｉ
ふ
く
ｆ
称
／
３
狗
毒

冠
褒
の
一
注
ｊ
ｌ
ｆ
判
假
や
才
ｊ
う
’
さ
ず
｜

冬
今
八
Ｊ
け
て
７
鎖
噺
１
人
艮
斗
‐
式
ク
鳳才

の
今
ｔ
了
！
Ｂ
、
或
撤
少
妹
灸
の
必
地

面
‐
抄
的
漣
＃
の
絃
拭
旋
を
幸

、
杢
階
ノ
く
い
ｚ

錦
協
を
皇
げ
歩
屍
蝿
Ｉ

心
臓
獅
雷
を
亀
Ｊ
朧
わ
け
や

あ
八
十
、
の
式
ズ
込
○
、
疹
岻
＃
‐
多
ラ
ュ
ソ
／
ｌ
ｒ
ヤ
く
渉
畢

あ
八
十
、
の
式
ズ
込
○
、
疹
岻
＃
‐
多
ラ
ュ
ソ
／
ｌ
ｒ
ヤ
く
渉
畢

〃
Ｌ
く
勇
人
ａ

１虚
構
ｆ
皇
垢
：
岬
そ
や
３
ザ
綿

叢
珍
唆
倦
従
ク
尼
や
名
で

０
、
ロ
グ

想

Ｊ

躍
咋
爪
。

曇

~）わ

銭、

秒
の
穐
藤

望
も
必
緬

１
４
４
墜
今
鮎
偲
限

ﾜ

１
．
コ
制
鼎
０
笥

吟

１
．
コ
制
鼎
０
笥

吟

澗守

系漉鉱乗.通懲乗鐺 今人今人 右右
筵凋迩､系旛五譲揚験
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凸

■

一

卿
噸
溺
が
恥
五

ゼ
鯵
ど
く
癌
Ｉ
ｊ
ｇ
域
凸
い
＃
發
専
／
素

あ
／
舟
の
駁
管
等
き
た
く
久
仏
詔
参
，
倫

賜
、
ず
い
ト
ー
の
諺
，
｜
卸
ｉ
ｆ
、
向
裟

彬
②
だ
め
を
殺
凡
櫛
Ｚ
切
刎
く
ｊ
蝉
検

坪
１
震
雲
な
‐
暴
讃
＃
一
鼻
骨

悪
彦
刎
‐
な
の
仙
術
ノ
参

茎
、
；
苧
。
急
呪
意
乎
員
Ｊ
暇
、

汚
な
く
尭
八
発
く
雄
ｌ
ざ

綿
弓
～
ざ
る
Ｇ
の
を
延
尋

ｎ
つ
Ｙ
亀
Ｉ
く
ぜ
燕
の
器

髻
雪
Ｊ
塞
一
署
Ｉ
蹄
暴
喝
て

愛
ゲ
イ
砿
ィ
陸
ｒ
ケ
峠
の
ね

学
翁
岨
３
編
の
＄
０
３
悪
ｚ
ｚ
さ

窪
聯
＆
だ
罠
？
小
了
狩
４
４
伽

杵
ｊ
内
賜
ｉ
１
り
…
が
毫
坤
’
ぬ
Ｉ

）了
さ
毒
つ
い

丘
ノ
蝕
号
ぶ
祷
命
ひ
や
↓
ふ

毎
の
、
く
亨
猶
少
叱
了
冷
Ｊ
Ｌ

－
や
，
吻
夜
孝
震
の
脇
惚
ひ
ぞ
う

曇
？
ｊ
み
う
、
今
３
穀
揖
旅
み
て
ム
イ
ノ

赫
罐
凝
胤
の
易
ｉ
ｊ
ふ
み
今
参
ｌ

樹
斬
皇
ｌ
轟
玖
協
島
毒
さ
；

｛
↓
」
ヅ
忽
乃
舟
艤
州
〆
凌

電
燈
や
い
～
う
牡
猿
を
唾
砕
く

え
坐
な
る
イ
こ
ざ
の
誉
裏

野
よ
霜
一
句
巻
ぐ
ち
へ
堂
努
を
種
そ
～

贈
く
そ
や
拳
も
ぐ

！
嬉
牡
八
γ
即
の
砿
ゑ
り
蝿
を
。

■

稲
塞
１
１
吋
／
入
‐
牡

珪
吹
ｉ
ｒ
３
ノ
ム
ー
ｊ
３
惨
越
修
彦
艸
仙
醗
勿
ね
心

卜
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